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8 月号 

甲賀市 民設民営児童クラブ「放課後さんまクラブ」 
 放課後等デイサービス「さんま」 
 日中一時支援事業所「さんまクラブ」 
NPO 法人さんまクラブ ～みんなが笑顔になるおうち～ 

滋賀県甲賀市水口町梅が丘５－２ 
Tel：0748-76-3414  Fax：0748-76-3413 

Mail： 3ma.club@gmail.com  Web： http://www.3ma-club.com/ 

題字：廣田夏実 

 

両生類？かっぱ？  

子どもたちは水に浸からないと生きていけない？ 
 

 

 いつもより短い夏休みが、あっという間に終わってしまいました。短い中でも、さんまク

ラブでは、それぞれ楽しく過ごすことができたのでは？と思います。さんまクラブでは、

午後から高間みずべ公園や隼人川みずべ公園に水遊びをしに行きました。また 8/17 には、

奥永源寺の池田キャンプ場へ川遊びに行きました。しかし水遊びには危険を伴います。く

るぶし位の水深でも溺れてしまうリスクがある、と言われています。また、川などの自然

のみずべでは、天気の急変に気をつけなければなりません。本来泳ぐために作られていな

い人工の池などではもっと危険があります。今年の夏も多くの水難事故のニュースがあり

ました。（学校の水泳の授業や、夏休みのプール開放はそのようなリスクを減らす効果があ

ったと言われています。）涼しくなりたいだけならクーラーの効いた室内で遊べばいいわけ

ですし、そんなリスクを負ってまで水遊びをしなくてもいいはずです。では、水遊びは必

要のないものなのか、あるいは、他の遊びで代替が可能なものなのか、といえば、そうで

はないと思います。学校ではプールの授業がなくなり、市民プールも今年は営業していま

せんでした。子どもたちの様子を見ていると、多くの子どもが、水に“飢えている”と感じ

ていました。ずぶ濡れになって遊ぶこと、チャプチャプもジャブジャブもザバーン！もみ

んな笑顔で「こころはずませて」遊んでいる姿が印象的でした（もちろん水遊びが嫌いな

子もいますが）。また、ボ―っと水にうかんで漂ったり、水辺の生き物をずっと観察したり

それぞれ気の向くままに過ごしている姿がありました。子どもたちは心から水を求めてい

るのだ、と見えました。この夏休みに、水に触れあう機会をたくさん持てて、よかったな

あと思いました。こんがりやけたみんなの顔をみて、充実した夏を過ごせたのではと思い

ます。（耕） 
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夏休み恒例のクッキング！夏休み最初のクッキング

は「流しそうめん」でした。ウイルス感染対策として、

食べる用のお箸（口に入れる箸）と、そうめんを取る用

のお箸（口に入れない箸）の使い分けを子どもたちに伝

えて協力してもらい、こちらも注意してよく見ながら行

いました。 
 子どもたちと一緒に準備から始めます。めんつゆを作

ったり、トッピングを用意したり、みんなが使う割り箸

を割ったりと、分担して作業を進めました。準備を終え、

みんなでいただきます！そうめんを流す材料として竹

がよく使われていますが、今回は長さ 14 メートルの雨

どいです。そこを流れてくるそうめんに子どもたちも笑

顔！お椀がいっぱいになるまで取り続ける子もおり、子

どもたちも熱中していたようです。笑 

 流しそうめんは上流が取りやすく、下流になるほどそ

うめんは一向に流れてこないことがしばしばあります。

そこで今回は流し手を二人にしてみんながちゃんと食

べられるように設定しましたが、それでも下流の方から

は不満が…。そんな時、上流にいたある一人の子が「上

の方の人ストップ！」と声をかけていました。自分も食

べる機会が減るにもかかわらず、他の子のことも考えて

行動できるこの子の姿に感動を覚えました。 

 腕っぷしだけでなく、人を無理矢理従わせられる“力”

の強い人だけがおいしい思いをする社会になってしま

っていますが、さんまクラブが大事にしていることは違

います。「みんなで一緒に生きていくこと」を私たちは大

事にしています。「どうすれば自分だけでなく、隣の人も

笑顔で過ごすことができるのか？」とても難しいテーマ

ですが、日々子どもと関わりながら子どもの行動から学

び、時々おとなの知恵を教えつつ、みんなで一緒に歩ん

で行けたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なつやすみ クッキング 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑詳しくはお問い合わせください。 

 

9 月 月間目標＆重点遊び 

月間保育目標 

「ルールのある遊びを通して他者との関係をまなぶ」 

 子どもたちはある目標に向かって協力しながら取り組んだり、お互いの発想を膨らませて、それをルールとして

自分たちで決めたりしながら日々遊び、他の子との関係を築いています。そうした中、ルールがある遊びをするこ

とで、自分のやりたいことを我慢しながら、お互いが納得して楽しく遊ぶことができます。また、チームプレーを

通じ、他者と喜びを共有することへもつながると思い、この目標を設定しました。 

 

重点遊び 

「カロム」 
エジプトが起源と言われている、おはじきとビリヤードを合わせたようなボードゲーム。日本ではなぜか滋賀県

の彦根市周辺でのみ盛んに行われていました。近年では、誰でも簡単にできるゲーム性や、奥深さのゆえ、全国

に広まりつつあります。順番をまつこと、ずるをしないこと、チームで協力して勝とうとすること、負けても腐

らず技術や戦略を練習して上達することなど、各発達過程に応じて、楽しみながら学べることを期待します。 

 



 

日 月 火 水 木 金 土 
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スタッフミーティング 
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スタッフミーティング 
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土曜さんまクラブ 

ひかる泥団子 
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休所 
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スタッフミーティング 
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土曜さんまクラブ 

夜の森を探検しよう 
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休所 
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敬老の日 
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春分の日 
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短時間保育 

18：00閉所 

利用料振替日（民設） 

26 

土曜さんまクラブ 

カロム大会 
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休所 
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スタッフミーティング 

利用料振替日（放デイ） 
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利用料振替日（任意） 
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🍱9 月 7日～12日、23 日～30 日に個別面談を行います。詳細は、別途配布します「個別面談週

間のお知らせ」をご覧ください。 

 

🐡さんま敷地内の出入りの際は、必ず門をきちんと閉めてくださいますようお願いいたします。ケ

ガの防止、子どもたちの安全を守るために、ご協力をお願いします。 

 

🐳持ち物すべてに、必ず記名をお願いします。水筒の忘れ物も増えてきているので、気をつけてく

ださいますようお願いします。また、お子さんが持ち帰られた衣類等にご本人の物ではない物が

紛れていた場合は、メールにて連絡をしていただき、速やかにさんまクラブへお持ちいただきま

すようお願いいたします。 

 

🐬さんまクラブには、お子さんの着替えを置いておくスペースをそれぞれに用意しています。水遊び

用等必要な着替えの補充、確認をお願いします。 

 

🐧さんまクラブでは以下の感染拡大防止対策を行っています。 

・晴天時の屋外での活動 ・来所時の体温チェック ・利用者への手洗い支援 1 時間に 1 回以上 

・アルコールによる手の触れる箇所への消毒 1 時間に 1 回以上 ・閉所後のアルコール消毒 

・希望する利用者へのマスクとフェイスシールドの提供 ・高性能な空気清浄機の設置 

・職員のマスク着用 ・風邪症状の職員の自宅待機 

 お知らせとお願い 


